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研究成果の概要（和文）：本研究は、動物とその環境を相補的に捉える生態学的観点から家の中における乳幼児
の行動とその周囲の情報を収集し、乳幼児期の生活データとしての基盤構築を目的とした。25名の生後約１年間
の縦断的観察データを基に、(1)乳幼児とモノとのインタラクション場面からアフォーダンスを抽出し、事故予
防と発達促進につながる特徴的場面の可視化およびデータベース化を行った。(2)より安全な住環境のために参
照可能となるプラットフォームとして身体・環境両面における基本的データ項目をまとめ、さらに活用例として
住宅内の寸法検索Webアプリケーションを開発した。

研究成果の概要（英文）：This study sought to collect information on infant behavior in the home and 
the infant’s surroundings following an ecological perspective that views animals and their 
environment as complementary and build fundamental data on daily living during infancy. Based on the
 longitudinal observation data of 25 infants during their first year of life, (1) we extracted 
affordances from the interaction scenes between infants and objects and visualized and compiled a 
database of characteristic scenes useful for accident prevention and developmental promotion. Then, 
(2) we compiled basic data items on both the physical and environmental aspects that could be 
referred to as a platform for a safer living environment and developed a web application for 
searching home hazards by the size of objects at home as an example of its use.

研究分野： デザイン、生態心理学

キーワード： アフォーダンス　可視化　事故予防　発達促進　デザイン　生活環境　インタラクション　データベー
ス
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果として（１）と（２）について、国内外の学会発表や論文投稿を行った。生態心理学，デザイン，
開発等を融合する学際的な成果を出しつつある。
社会的意義としては，(2)のデータベースはベータ版としてまずは研究者向けに閲覧者を限定し、データ活用の
機会も設けられた。日英の他に、ポルトガル語の翻訳も行い、より広い層での活用を検討している。
最終的には使用制限を設けず，国内外で広く一般的に活用して頂くことを目指している。また、

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



 

 

様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
乳幼児や高齢者においては，屋外よりも家の中での事故発生率が高い。乳幼児の事故は発達段

階に応じた特徴があるが、日常生活環境である家では様々な年齢の人々が異なる条件で同じ空

間に暮らすため、個々の「生活」を多角的に捉える視点が必要であると考えられる。そこで本

研究は，心理学に限らず多様な分野での融合的研究が見られる、生態学的観点から事故予防と

発達促進に向けた解決手法を検討する。生態学的アプローチの特徴として環境と対象を相補的

に捉える視点があるが、本研究では動物に行動の可能性を提供する、環境の諸相であるアフォ

ーダンス（affordance）に着目する。家の中に潜在するアフォーダンスの検討は，年齢や性別，

身体的特徴，状況等の違いによる変化と適応の過程についての理解と問題解決への手がかりを

もたらすと考えられる。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、生態学的観点から家の中における生後約１年間の乳幼児の行動およびその周

囲の情報を収集し、(1)家の中の事故予防と発達促進に役立つ特徴的場面の可視化、 (2)アフォ

ーダンスに関する情報をセンシング技術により収集および可視化するデバイス開発を行う。(1)

と(2)を連携することで、(3)家環境のリソース活用へと展開できるデータ基盤構築を目指す。 
 
３．研究の方法 
本研究は以下の４つの方法を行った。 

(0) 縦断的観察：本研究の土台となるこれまでに収集した映像と新規の乳幼児の観察データを

合わせて合計 3カ国（日本，ポルトガル，アメリカ）の家庭で乳幼児の日常的な行動の縦

断的観察を行い，デジタルビデオカメラによる映像記録と筆記による観察記録をとる。観

察期間は寝返り開始から歩行開始までの生後 4 ヶ月から 14 ヶ月まで（9〜11カ月間）で

ある。乳幼児の基本情報として健康状態と住環境から成る 40 項目を確認する。すべての

撮影動画の情報（日付，時間，内容，場所，乳幼児が直接接触した対象物）を抽出し、行

動や姿勢の変化等の動作分析についてはビデオコーディングソフト Datavyu を用い、 2 
名のコーダーで行う。危険・発達関連度については、乳幼児の発声や発話、養育者の「危

ない」等の声がけは AI を用いた文字起こしによりテキスト化し、分析を行う。 

(1) AR (Augmented Reality，拡張現実感) モバイル・Webアプリケーション開発と検証：これ

までに試作した AR 技術を用いて日常環境で乳幼児のアフォーダンスを可視化するモバイ

ルアプリケーションの改良として、二カ国のデータを追加、ARコンテンツの修正と追

加、事故情報に伴うアラート機能の実装と検証を行う。開発には Swift、Python、デザイ

ンには Adobe Creative Cloud を用いる。 

(2) センシングデバイスの開発と検証：（1）の AR アプリケーションは乳幼児が接する対象物

の名称と月齢に基づくが、(2)のセンサーデバイスは環境条件と身体の発達段階を含めるも

のとする。環境情報として、温度，光，音，テクスチャー（肌理），距離のデータ取得を

試みる。まず周囲環境の情報をセンシング技術により取得し，クラウド上に蓄積、一致／

類似パターンを検討する。 
(3) データ基盤の構築および検証：(0)映像データと(2)数値データを分析、定義化を行い、非構

造化データを構造化データへと転換する。開発には Python、Django、MySQL、Google 

Cloud Platform、デザインには Adobe Creative Cloud を用いる。日本語、英語、ポルトガ

ル語の 3 ヶ国語対応とする。 



 

 

 
４．研究成果 

本研究は，3 年間で乳幼児期の「家」における乳幼児期のアフォーダンスを可視化するアプリ

ケーション開発を基に、家の中のアフォーダンスのリソース化への展開として Web システムの

構築を目指した。主な成果について、（0）縦断的観察と分析、（1）A R 及び Webアプリケー

ション、（2）センシング技術による環境情報の活用、（3）データ基盤としての Web システム

の提案の四点から述べる。 

 

（0） 縦断的観察と分析 

新規の観察として、日本（5 都道府県）在住の乳幼児を 5 名の記録を行った。新型コロナウィ

ルスの影響で直接訪問ができず、養育者に各家庭で寝返り開始から歩行開始までの生後 4 ヶ月

から 14 ヶ月まで（9〜11カ月間）、1カ月に 2時間以上の撮影を依頼した。訪問ができないた

め、確認事項についてはメールやビデオ通話で乳幼児の様子の聞き取りを行った。 

分析対象は、本研究の土台となるこれまでの科研費課題で収集したデータと合わせて合計 3カ

国（日本，ポルトガル，アメリカ）25 名の乳幼児の縦断的観察内容とした。乳幼児の基本情報

として健康状態と住環境から成る 40 項目（性別，所在地，住居様式，間取り，兄弟姉妹の有

無，発達段階等）をまとめた。すべての撮影動画から乳幼児が直に接したと確認できる対象物

を抽出した。その際、乳幼児製品、玩具、家具など、一般名称だけでなく製品名がわかるもの

は別個のものとし、現在までに 1420 種類を確認した。これらの対象物の情報として寸法、関連

する事故情報を収集した。 

対象物の出現時期と出現頻度の分析の結果、運動発達の度合いによってその数、種類に違いが

あること、各家庭の住居様式や間取りが影響していることが示唆された。 

また、乳幼児の発声、発話と養育者の乳幼児への声がけのテキスト化によって、乳幼児の行動

の危険度や発達度に対する養育者の意識の変化も明らかになった。また、本研究で観察された

対象物の中に、乳幼児の誤飲で頻度が高いタバコやボタン電池等、緊急性の高い危険なものが

なかったことにも、養育者の周囲環境に対する安全意識の高さが現れていた。 

 

（1） A R モバイル・Webアプリケーション 

ARモバイルアプリケーションについては、日本とポ

ルトガル二カ国のデータを新規追加した。ARコンテ

ンツの修正と追加、事故情報に伴うアラート機能の実

装と検証を行う。データベースの仕様としては、シス

テムを検索と入力とに分け、家の中の具体的な知見を

収集および活用しやすい構造とした（図 1）。 

 

（2）センシング技術による環境情報の活用  

乳幼児の撮影時に加速度センサー（3軸）、地磁気セ

ンサー（3軸）、温度センサー、湿度センサー、気圧

センサー、照度センサーの 6 種のセンサーにより、乳

幼児の周囲環境の情報の取得を試みた。1年目年の秋

から始めた新規の縦断的観察では、センサーの接続が   図 1. データベース 

検索（上）・ 入力（下）画面 



 

 

途中から途切れてしまい、持続的なデータの収集のために度々調整する必要があることがわか

った。     

しかし、新型コロナウィルスの感染拡大による移動制限が始まり、直接の訪問が困難になっ

た。2年目（2020年）に所属機関を移り、オンラインで協力者を広く募ったところ、遠方での

実施が可能となった。遠隔から試みたものの、家庭環境ではセンサーの接続に不具合が生じや

すく、デバイス開発に十分なデータを収集できなかった。したがって、撮影動画から得られる

周囲環境の情報を収集する方向へ切り替えることとした。 

 

（3）データ基盤としての Web システムの提案 

環境のデータとして(2)のセンシングしたアンビエントな環境のデータの代わりに、乳幼児が接

触する周囲のものや人など様々な具体物の情報を動画から抽出することによって、家の中の事

故予防と発達促進につながるデータ作成を進めた。 
この住環境におけるデータ活用例としては、家庭内で多い窒息や転落、挟み込み等の事故に関

係する「寸法」に着目し、住宅内の物の寸法検索Web アプリケーションのプロトタイプを開発

した（図 2）。観察された対象物の寸法の範囲は、高さ 0.01cm から 1800cm、幅 0.01cm から

227cm、奥行き 0.01cm から 1200cm であった。 
事故情報の参照先は、日本語版では実際の事故事例と共に情報が掲載されている公共性の高い

機関として、公益社団法人日本小児科学会、独立行政法人国民センター、消費者庁を主に、独

立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE)、経済産業省、東京消防庁、東京都生活文化スポーツ

局消費生活部の合計７つとした。Web サイトの各記事から製品名や一般名称を抽出し、本研究

で観察した対象物の名称と合致したものを事故の関連情報と

した。誤記入の修正、表記揺れなどのデータクレンジングを

行った結果、乳幼児が接触した対象物のうち事故情報の記録

と一致するものは約 2割だった。病院での報告事例を基にし

た情報を参照していることから、実際の生活では病院に行く

までには至らずとも、より広範囲にわたって事故の可能性が

あると考えられる。また、発達段階に応じて事故の対象年齢

に変化があることからも、さらに詳細な分析が必要である。 

 

以上の結果をまとめ，国内外の学会発表を行った。現在、

(3)の寸法に特化した Webアプリケーションについての論文を

投稿準備中である。データベースは、英語版、ポルトガル語

版の検証を行っている。日本語版は、研究者以外の幅広い年

齢層に利用して頂けるよう改良を進め、最終的には一般公開

として多方面からの活用を目指す。       

 

図 2. Webシステムの一例として

寸法検索 Webアプリケーション 

寸法検索の入力画面（上）、 

検索結果のモノ画像例（下） 
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